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支出 収入

平成２４年度の茨城県の当初予算を“家計簿”に例え、
昨年度（平成２３年度当初予算）と比較してみました

いばらき家の家計簿
平成24年度茨城県一般会計予算（当初）平成２４年度

当初予算

家計簿1万円＝県予算10億円
(　)内はH23との比較

平成24年度当初予算については 検索茨城県予算

給与（基本給）･･････････ 362万円
県税

パート収入 ･･････････････ 25万円
使用料・手数料など

給与（諸手当） ･････････ 229万円
地方交付税など

預金引き出し ････････････ 54万円
繰入金

ローン借入 ･････････････ 162万円
県債
[資産形成61万円(+4)、消費101万円(+4)]

繰越金 ･･････････････････ 1万円
前年度からの繰越金

合計･･････････････････ 1,108万円

友人からの援助 ･････････ 116万円
国庫支出金

子どもの事業からの返済･･159万円
諸収入

（+1）

（+8）

（+2）

（+8）

（+8）

（+7）

（　-）

（+34）

（+68）

ローン残高 ･･････････ 2,065万円

721万円
債務負担予定額、公営企業・三セクへの負担、
退職手当等の将来負担見込（対H21決算△56）

（+50）

連帯保証等(H22決算)･･･

県債残高
（資産形成1,373万円、消費692万円）

普通預金残高･･････････ 8万円
一般財源基金残高 （+3）

合計 ･････････････････

生活費･････････････････381万円
　人件費、物件費　　　　　　　

医療・介護・教育費など･･283万円
　扶助費、補助費等　　　　　　

家の修復・防災対策など･･144万円
　投資的経費、維持修繕費   　　

子どもの事業への貸付など･154万円
　貸付金、繰出金　　　　　　　

ローン返済･････････････143万円
　公債費（元金114万円、利子29万円）

預金（子育て、健康等）････3万円
　積立金　　　　　　 　　　　　

1,108万円
（+68）

（△1）

（+6）

（+37）

（+19）

（+11）

（△4）

石
田
進
委
員
（
自
民
）　

液
状
化
被
害
家
屋

の
認
定
に
つ
い
て
、
国
の
認
定
基
準
が
一
部

緩
和
さ
れ
た
が
、
現
実
に
は
特
殊
な
被
害
に

対
応
で
き
て
い
な
い
。
県
と
し
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

液
状
化
被
害
に
つ
い
て
は
、

建
物
の
傾
斜
や
沈
下
を
伴
う
こ
と
か
ら
復
旧

に
経
費
が
か
か
る
な
ど
、
被
害
の
特
殊
性
は

認
識
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
被
害
認
定
対

象
の
拡
充
に
つ
い
て
、
昨
年
七
月
に
中
央
要

望
を
実
施
し
、
十
月
に
は
内
閣
政
務
官
に
要

望
を
行
っ
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
津
波
対
策
と
避
難
場
所
、
鰐
川

浄
水
場
の
復
旧
状
況
と
各
配
水
場
へ
の
井
戸

の
設
置
な
ど
も
質
問
）

田
村
け
い
子
委
員
（
公
明
）　

う
つ
病
患
者

が
安
心
し
て
治
療
を
受
け
社
会
復
帰
が
出
来

る
体
制
整
備
の
一
つ
と
し
て
、
集
団
認
知
行

動
療
法
を
活
用
し
た
復
職
支
援
の
推
進
が
必

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

保
健
福
祉
部
長　

医
療
従
事
者
や
市
町
村
職

員
な
ど
に
対
し
認
知
行
動
療
法
に
関
す
る
知

識
や
職
場
復
職
支
援
の
具
体
的
な
支
援
内
容

に
つ
い
て
の
研
修
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

医
療
機
関
な
ど
の
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強

化
し
、
う
つ
病
患
者
に
対
す
る
復
職
支
援
の

充
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
雇
用
対
策
、
女
性
の
視
点
か
ら

の
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
、
発
達
障
害
児

者
に
対
す
る
支
援
な
ど
も
質
問
）

大
谷
明
委
員
（
無
所
属
）　

厳
し
い
財
政
状

況
に
お
い
て
は
、
広
報
事
業
は
選
択
と
集
中

を
も
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
が
、
目
的
、

目
標
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
な
ど
、
平
成
二
十
四
年

度
の
本
県
の
基
本
的
な
広
報
戦
略
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

理
事
兼
政
策
審
議
監　

短
期
的
な
目
的
は
風

評
被
害
の
払
し
ょ
く
で
観
光
客
数
や
農
林
水

産
物
販
売
額
を
震
災
前
の
水
準
に
回
復
さ
せ

た
い
。
首
都
圏
や
関
西
地
域
を
中
心
に
Ｐ
Ｒ

し
、
安
心
感
の
醸
成
や
「
気
軽
に
楽
し
め
る

茨
城
」
を
印
象
付
け
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
観
光
業
の
風
評
被
害
払
し
ょ
く

に
向
け
た
取
り
組
み
、
病
院
と
診
療
所
の
連

携
推
進
な
ど
も
質
問
）

横
山
忠
市
委
員
（
自
民
）　

学
校
再
編
に
伴

い
、
通
学
路
の
変
更
な
ど
か
ら
交
通
危
険
箇

所
が
生
じ
る
場
合
も
あ
る
。
安
全
安
心
な
通

学
を
実
現
す
る
た
め
に
交
通
環
境
整
備
を
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

警
察
本
部
長　

通
学
路
の
安
全
対
策
を
図
る

た
め
、
交
通
規
制
や
交
通
安
全
施
設
の
整
備

を
進
め
て
お
り
、
な
か
で
も
信
号
機
は
子
ど

も
な
ど
の
安
全
確
保
に
必
要
性
が
高
い
と
認

識
し
て
い
る
。
要
望
な
ど
を
踏
ま
え
、
道
路

整
備
の
進
行
状
況
や
緊
急
性
な
ど
を
考
慮
し
、

整
備
を
進
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
小
中
学
校
の
再
編
に
伴
う
市
町

村
へ
の
支
援
、
葉
た
ば
こ
作
付
転
換
農
家
へ

の
支
援
な
ど
も
質
問
）

長
谷
川
修
平
委
員
（
民
主
）　

放
射
性
物
質

か
ら
子
ど
も
を
守
る
方
策
は
、
内
部
被
曝
を

極
力
少
な
く
す
る
こ
と
だ
と
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
で
学
ん
だ
。
母
親
が
安
心
す
る
た
め
に

も
、
学
校
給
食
の
検
査
体
制
を
整
え
る
必
要

が
あ
る
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

近
々
全
て
の
市
町
村
で
検
査
体
制

が
整
う
。
県
も
県
立
学
校
の
給
食
検
査
に
機

器
を
六
台
導
入
し
、
市
町
村
に
も
極
力
対
応

す
る
。
児
童
生
徒
や
保
護
者
の
不
安
が
解
消

で
き
る
よ
う
最
大
限
取
り
組
む
。

（
ほ
か
に
、
今
夏
の
電
力
需
給
見
通
し
と
代

替
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
今
夏
の
電
力
需
給
で
予
想

さ
れ
る
県
民
生
活
へ
の
影
響
と
対
策
な
ど
も

質
問
）

本
澤
徹
委
員
（
自
民
）　

本
県
の
農
業
政
策

が
日
本
の
基
本
と
な
る
よ
う
Ｔ
Ｐ
Ｐ
も
見
す

え
競
争
力
の
強
化
に
努
め
る
べ
き
だ
が
、
平

成
二
十
四
年
度
か
ら
の
戸
別
所
得
補
償
経
営

安
定
推
進
事
業
を
含
め
、
ど
う
担
い
手
に
農

地
を
集
積
し
て
い
く
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

新
規
事
業
に
よ
り
市
町
村

が
人
・
農
地
プ
ラ
ン
で
地
域
農
業
の
担
い

手
を
特
定
し
、
農
地
を
貸
し
出
す
側
に
協
力

金
を
交
付
し
集
積
を
進
め
る
取
り
組
み
を
支

援
す
る
。
区
画
を
拡
大
す
る
な
ど
の
基
盤
整

備
も
計
画
的
に
進
め
、
全
体
と
し
て
農
地
の

集
積
を
図
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
森
林
湖
沼
環
境
税
の
実
績
と
効

果
、
鹿
島
灘
海
浜
公
園
の
整
備
な
ど
も
質
問
）

加
藤
明
良
委
員
（
自
民
）　

本
県
の
捕
獲
さ

れ
た
犬
の
返
還
率
は
約
五
%
と
全
国
で
も
低

位
に
あ
る
。
返
還
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

市
町
村
と
の
連
携
を
含
め
て
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

新
た
に
収
容
期
間
の
延
長

や
市
町
村
へ
の
情
報
提
供
を
す
る
こ
と
と
し

た
ほ
か
、
引
き
続
き
名
札
や
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ

プ
な
ど
の
装
着
の
普
及
促
進
や
、
飼
い
主
の

モ
ラ
ル
向
上
の
た
め
の
啓
発
を
推
進
し
て
い

く
。
市
町
村
と
は
、
県
が
主
催
す
る
啓
発
イ

ベ
ン
ト
へ
の
担
当
者
の
参
加
な
ど
を
通
し
て

連
携
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
茨
城
空
港
の
就
航
対
策
、
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
な
ど
も
質
問
）

大
内
久
美
子
委
員
（
共
産
）　

県
で
は
今
年
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
一
人
平
均
千
二

百
五
十
円
引
き
上
げ
た
が
、
震
災
被
災
県
で

は
岩
手
、
福
島
な
ど
四
県
が
据
え
置
い
た
。

本
県
も
財
政
安
定
化
基
金
を
す
べ
て
取
り
崩

し
据
え
置
く
べ
き
で
は
。

知
事　

基
金
は
、
国
の
基
準
で
保
険
料
賦
課

総
額
の
三
%
以
上
残
す
必
要
が
あ
り
、
最
大

限
取
り
崩
し
て
も
約
十
四
億
円
不
足
す
る
。

県
で
は
、
制
度
開
始
後
四
年
間
据
え
置
い
た

が
、
今
回
、
基
金
を
約
十
三
億
円
取
り
崩
し
、

引
き
上
げ
率
を
医
療
費
の
伸
び
率
と
同
じ

二
・
五
％
に
抑
え
た
。

（
ほ
か
に
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
拡
充
、

東
海
第
二
原
発
廃
炉
な
ど
も
質
問
）

江
田
隆
記
委
員
（
自
県
ク
）　

平
成
二
十
二

年
四
月
の
中
央
防
災
会
議
専
門
調
査
会
の
報

告
で
は
、
利
根
川
な
ど
で
大
規
模
な
水
害
の

発
生
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
い
か
に

利
根
川
の
堤
防
の
整
備
・
強
化
を
進
め
る

の
か
。

土
木
部
長　

県
内
の
延
長
約
百
三
十
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
う
ち
計
画
断
面
で
堤
防
が
整
備

さ
れ
て
い
る
の
は
約
五
割
で
あ
る
。
国
が
策

定
す
る
利
根
川
水
系
河
川
整
備
計
画
の
中
に
、

堤
防
の
嵩
上
げ
や
拡
幅
な
ど
の
ほ
か
、
上
流

の
ダ
ム
整
備
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
、
国

に
強
く
働
き
か
け
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
災
害
医
療
体
制
の
課
題
と
対
応
、

教
員
の
資
質
向
上
な
ど
も
質
問
）

伊
沢
勝
徳
委
員
（
自
民
）　

今
回
の
震
災
を

教
訓
と
す
る
た
め
、
記
録
に
残
す
こ
と
は
重

要
な
意
義
が
あ
り
、
今
後
の
災
害
発
生
時
に

有
効
活
用
で
き
る
内
容
と
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。「
災
害
の
記
録
」
を
ど
の
よ
う
な

内
容
で
作
成
す
る
の
か
。

生
活
環
境
部
長　

被
害
状
況
や
各
機
関
の
震

災
時
の
対
応
、
災
害
対
応
で
の
様
々
な
課
題

や
問
題
点
、
放
射
線
の
影
響
と
対
応
な
ど
に

つ
い
て
収
集
・
整
理
し
、
単
な
る
記
録
で

は
な
く
、
見
や
す
く
、
今
後
の
防
災
対
策
に

役
立
つ
よ
う
に
作
成
し
た
い
。

（
ほ
か
に
、
県
の
防
災
・
危
機
管
理
体
制

の
強
化
、
学
校
（
避
難
所
）
で
の
児
童
生
徒

の
安
全
確
保
な
ど
も
質
問
）

予 算 特 別 委 員 会

石
田　
　

進　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

田
村
け
い
子　
（
公　
　

明　
　

党
）

大
谷　
　

明　
（
無　
　

所　
　

属
）

横
山　

忠
市　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

長
谷
川
修
平　
（
民　
　

主　
　

党
）

本
澤　
　

徹　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

加
藤　

明
良　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

大
内
久
美
子　
（
日

本

共

産

党
）

江
田　

隆
記　
（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

伊
沢　

勝
徳　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

●
質
問
者


